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「時代によりそう京都・伏見の日本洒J

招徳酒造の外観

京都の伏見では、爛（かん）酒や冷酒、そして京都の料
理に合う日本酒本来の姿を持つ純米酒が作られてきました。
伏見は日本酒の歴史と地域に密着した酒造りが魅力的であ
り、ごの地域を語る上で欠かすごとのない存在となってい
ます。

今回取材させていた
だいたのは、正保二年
(1645年）に創業し、 ！
大正中期から伏見の地
で酒造りを続ける招徳
酒造の蔵元、木村紫晃
氏です。「米と米麹だけ 木村氏と筆者
で作られる純米酒こそが日本酒本来の姿である」と教えて
くださいました。その背景には、時代の変化とともに歩ん
できた日本酒の物語があります。

変化する日本酒のかたち

日本洒の中でも米と水、麹だけで作られているものを純
米酒と言います。日本酒とは言わずに純米酒と区別するの
はなぜでしょうか。それには戦争が関わっています。戦時
下では、食糧不足が深刻化し、日本酒の生産も大きく 制限
ざれました。しかし、軍需をはじめとする需要は依然とし
て多かったため、限られた米の量で日本酒らしい味を保つ
酒造が模索され、その結果アルコールを添加して作る醸造
洒の技術が発展しました。戦後になると、食糧生産は徐々
に回復しましたが、復興に伴い日本酒の消費量は急上昇し
それを補う製造が要請され、醸造アルコールを添加して製
造ざれた日本酒がほぽすべてを占めるようになりました。

ごの状態は長く続き、一方で日本酒の国内消費は1970
年代をピークに長期の漸減傾向となり、近年では最盛時の
三分のー以下になっています。そして 「日本洒本来の姿」
を取り戻そうとする動きが広がりました。その際に、 アル
コールを添加した日本酒やその他の酒との区別をつけるた
めに、米、水、麹だけで作られる日本酒を純米酒と呼称す
るようになったそうです。

酒造りで生まれる、 ぬか・酒粕の利活用

米と水、麹だけで作られる純米酒は、四季や気候といっ
た自然との共存によって作られてきました。その製造過程
においては環境負荷が 小さいイメー ジですが、近年は新し
く開発される商品には温度管理が重要なものもあり、エネ
ルギーの使用は課題になりつつあるとのごと。また、製造
過程において発生するぬかや洒粕の活用方法についても、
検討する余地があるといいます。ぬかは、伝統的に友禅染
に使用する糊（のり）の業者や洟物業者が買い求めること
が多かったそうですが、 現在は業界の需要も変化していま
す。酒粕は、2tの酒を造る際に約250kgできるそうです。小
売店などで販売されますが、一般客が購入するのは寒い時
期が主流となっています。そのほかには家畜の餌にも使わ
れますが、それでも廃棄が発生します。しかし、廃棄を減
らしたいからと酒粕が少なくなるように酒造すると味わい
が変化してしまうので、バランスが重要であるそうです。

招徳酒造では酒粕を使用した酒粕アイスを販売していま
す。また、各地の酒造では吟醸バスクチーズケー キや、利
きかりんとうなど、酒粕を活用した商品が開発・叛売され
ています。このように商品化が進む一方でまだまだ使い道
があることから、さらなる活用方法については、若い世代
にも期待が寄せられています。

～はじめての臼酒飲み比ベレポー ト！～

□]:
取材日：令和7年11月21日（金）

執筆者：京者既華女子大学キャリア彬咸学器キャリア彬咸学科3年 中田 鈴子
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第47回「3Dプリンタの可能性、変わる未来」
近年3Dプリンタヘの注目が高まっているごとをご存じで

しょうか？3Dブリンタとは、3Dデータを元に立体物を作り
出す機械でプラスチックや金属などの材料を少しずつ積み重ね
ることで部品やおもちゃ、医療用の義肢なども作るごとができ
ます。今年、和歌山県では建設用3Dプリンタで作られた駅舎
も誕生したそうです。

先日そんな3Dプリンタの技術を目の当たりにする機会があ
りました。京都市西京区大原野、善峰川を渡る橋につながる道
の盛り土の擁壁（コンクリー トの壁）が、まさに建設用3Dプ

リンタで作られているということで取材に伺ったのです。何も
ない場所に、ケー キにデコレーションするホイップクリームの
ようにコンクリー トの層が積み重ねられていき、みるみる形が
作られていく様子はとても面白かったです。

建設業界も人手不足が叫ばれている今、新しい技術の導入に
よって若手が活躍できる現場になるだけでなく、複雑な形のも
のが作れるようになったり、従来必要だった足場も不要になる
などの利点もあります。また型枠が不要になるごとも大きく、施
工にかかる時間が大幅に短縮でき、型枠の廃材をなくせること
は待ったなしの環境問題にもつながります。広く普及というこ
とでいうとまだまだごれからなのかもしれませんが、インフラ
に使われたごとで信頼や可能性は大きく広がるでしょうし、社
会をよりよく
変えてくれる
大まな光にな
る の で は と、
期待が膨らん
だ時間でした。

海平和 ’ 京都市出身、2010年KBS京都入社。テレビ「京都経済テラスキュンとl」、ラジオ「さらピンlキョウト」などに出演。
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人と物と。

織りなす「もっぺん」物語｛｝第3-4 回

村上椅子

昔は綺麗だった椅子、今でも捨てられない椅子、それらが再び輝きだすお店が 「村上椅子」だ。ご
夫婦でこのお店を営む村上有佳さんにお話を伺った。

ごのお店は 「座面の張り替え」、「Re：椅子」久「定番商品」の販売という形で椅子を取り扱ってい
る。「座面の張り替え」は、いわゆるお直しのごと。「Re ： 椅子」は、リメイク商品の製作販売だ。

「座面の張り替え」ではコーデイネーターに徹する。例えば布であっても手入れしやすいものが
いい人もいれば肌触りをとても気にする人、自ら余っている生地の方がエコだからと選ぷお客さま
もいるという。お客さまが 「どこを大事にされているのかということを汲みとって」張り替えを行
うのだ。また、制作過程で出てしまった端切れを活用して座布団やクッションを作り、展覧会等で
売っている。店とお客さま、その両方がサステナブルな選択肢を自然に選んでいる。

「Re ： 椅子」では座面の張り替えとは一転して、椅子を 「表現の場」とし
て自由にデザインする。ミシンの掛け方や布を自由に使って生み出される椅
子たちには村上椅子さんの 「椅子というものは、本来、長く大切に使うものである」という考えが浸透して
いる。張り替えや、修理を通して長く使える袴子を作りたいと語ってくれた。「Re：椅子」は捨てられそうに
なっていたものを引き取ったり、自ら買ってきた物から作られる。

思いのごもった椅子を直したい。ともに人生を歩いていく椅子が欲しい。そう思う方ごそごのお店を訪れ
て欲しい。

昔の椅子の断面の展示

竺だ＿：竺―言．乞言:::言盟：前 I��竺Jaレ塁�s占言：；霊。 麗

※「Re椅子」とはアンティ ー クとは言
わないが、 40年、 50年、 時を経た椅
子を安心して使えるように修理し、 古
い物の良さを残しつつ、 現代の暮らし
に馴染むよう張り替え、 再生したもの。

江本和弥(2025年10月22日取材）
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